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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つの検体容器にそれぞれ収容された同一の検体について、第１検査所要時間及び第２
検査所要時間をそれぞれ有する、相異なる第１の検査項目及び第２の検査項目についての
検査終了までの時間を表示する検査残り時間表示装置において、
　検査前の前記検体容器を待機させる第１待機部、前記検体の、第１の検査項目について
検査を行う第１検査部を有する第１検査装置と、
　前記第１検査装置において、前記検体が、前記第１待機部に位置する第１待機状態、検
査が行われている第１検査状態、検査が終了した第１検査済状態のいずれであるかを検出
する第１検出部と、
　前記第１検査装置において、前記検体が前記第１検査状態である場合は、検査が開始さ
れてからの経過時間と、前記第１検査所要時間に基づき、検査終了までの第１残り時間を
算出する第１算出部と、
　前記第１検査装置において、前記検体が、前記第１待機状態である場合は、前記第１待
機状態を示す第１検査項目第１情報を出力し、前記第１検査状態である場合は、前記第１
残り時間を示す第１検査項目第２情報を出力し、前記第１検査済状態である場合は、前記
第１検査済状態を示す第１検査項目第３情報を出力する第１出力部と、
　前記検体容器を待機させる第２待機部、前記検体の、第２の検査項目について検査を行
う第２検査部を有する第２検査装置と、
　前記第２検査装置において、前記検体が、前記第２待機部に位置する第２待機状態、検
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査が行われている第２検査状態、検査が終了した第２検査済状態のいずれであるかを検出
する第２検出部と、
　前記第２検査装置において、前記検体が前記第２検査状態である場合は、検査が開始さ
れてからの経過時間と、前記第２検査所要時間に基づき、検査終了までの第２残り時間を
算出する第２算出部と、
　前記第２検査装置において、前記検体が、前記第２待機状態である場合は、前記第２待
機状態を示す第２検査項目第１情報を出力し、前記第２検査状態である場合は、前記第２
残り時間を示す第２検査項目第２情報を出力し、前記第２検査済状態である場合は、前記
第２検査済状態を示す第２検査項目第３情報を出力する第２出力部と、
　前記第１出力部と前記第２出力部から出力された出力情報が、前記第１検査項目第１情
報と前記第２検査項目第１情報の少なくとも一方を含む場合は、前記第１検査項目第１情
報と前記第２検査項目第１情報の内、前記出力情報に含まれる情報を選択情報として選択
し、前記第１検査項目第２情報と前記第２検査項目第２情報である場合は、前記第１残り
時間と前記第２残り時間の長い方の残り時間を示す情報を前記選択情報として選択し、前
記第１検査項目第２情報と前記第２検査項目第３情報である場合は、前記第１検査項目第
２情報を前記選択情報として選択し、前記第１検査項目第３情報と前記第２検査項目第２
情報である場合は、前記第２検査項目第２情報を前記選択情報として選択し、前記第１検
査項目第３情報と前記第２検査項目第３情報である場合は、前記第１検査項目第３情報と
前記第２検査項目第３情報を前記選択情報として選択する選択部と、
　前記選択部で選択された前記選択情報を表示する表示部とを備えることを特徴とする検
査残り時間表示装置。
【請求項２】
　２以上の所定数の検体容器にそれぞれ収容された同一の検体について、検査所要時間を
それぞれ有する、前記所定数の相異なる検査項目についての、検査終了までの時間を表示
する検査残り時間表示装置において、
　検査前の前記検体容器を待機させる待機部、前記検体の検査を行う検査部をそれぞれ有
し、前記所定数の前記検査項目の各々について検査を行う前記所定数の検査装置と、
　前記検査装置のそれぞれに設けられ、前記検体が、前記待機部に位置する待機状態、検
査が行われている検査状態、検査が終了した検査済状態のいずれであるかを検出する検出
部と、
　前記検査装置のそれぞれに設けられ、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開
始されてからの経過時間と、前記検査所要時間に基づき、検査終了までの残り時間を算出
する算出部と、
　前記検査装置のそれぞれに設けられ、前記検体が、前記待機状態である場合は、前記待
機状態を示す待機情報、及び、前記検査装置の検査項目を示す項目情報を含む第１情報を
出力し、前記検査状態である場合は、前記残り時間を示す残り時間情報、及び、前記項目
情報を含む第２情報を出力し、前記検査済状態である場合は、前記検査済状態を示す検査
済情報、及び、前記項目情報を含む第３情報を出力する出力部と、
　前記出力部のそれぞれから出力された出力情報が、前記第１情報を含む場合は、前記待
機情報と、出力されたそれぞれの前記第１情報に含まれる項目情報を選択情報として選択
し、前記第２情報のみ、又は、前記第２情報と前記第３情報のみである場合は、それぞれ
の前記第２情報の前記残り時間情報の内、前記残り時間が最大である前記残り時間情報と
、この最大である前記残り時間情報と共に出力された前記項目情報を前記選択情報として
選択し、前記第３情報のみである場合は、前記検査済情報を前記選択情報として選択する
選択部と、
　前記選択部で選択された前記選択情報を表示する表示部とを備えることを特徴とする検
査残り時間表示装置。
【請求項３】
　検体容器にそれぞれ収容された検体についての、検査終了までの時間を表示する検査残
り時間表示装置において、
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　検査前の前記検体容器を待機させる待機部、前記検体の検査を行う検査部をそれぞれ有
し、検査所要時間をそれぞれ要する２以上の所定数の検査項目の各々について検査を行う
前記所定数の検査装置と、
　前記所定数の相異なる検査項目の内、前記検体について行われる検査の検査項目を選択
する項目選択部と、
　前記検査装置のそれぞれに設けられ、前記検体が、前記待機部に位置する待機状態、検
査が行われている検査状態、検査が終了した検査済状態のいずれであるか、及び、前記検
体を特定する検体特定情報を検出する検出部と、
　前記検査装置のそれぞれに設けられ、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開
始されてからの経過時間と、前記検査所要時間に基づき、検査終了までの残り時間を算出
する算出部と、
　前記検査装置のそれぞれに設けられ、前記検体が、前記待機状態である場合は、前記待
機状態を示す待機情報、前記検査装置の検査項目を示す項目情報、及び、前記検体特定情
報を含む第１情報を出力し、前記検査状態である場合は、前記残り時間を示す残り時間情
報、前記項目情報、及び、前記検体特定情報を含む第２情報を出力し、前記検査済状態で
ある場合は、前記検査済状態を示す検査済情報、前記項目情報、及び、前記検体特定情報
を含む第３情報を出力する出力部と、
　前記出力部のそれぞれから出力された、同一の前記検体特定情報を含む出力情報が、前
記第１情報を含む場合は、前記待機情報、出力されたそれぞれの前記第１情報に含まれる
項目情報、及び、前記検体特定情報を選択情報として選択し、前記第２情報のみ、又は、
前記第２情報と前記第３情報のみである場合は、それぞれの前記第２情報の前記残り時間
情報の内、前記残り時間が最大である前記残り時間情報、この最大である前記残り時間情
報と共に出力された前記項目情報、及び、前記検体特定情報を前記選択情報として選択し
、前記第３情報のみである場合は、前記検査済情報及び前記検体特定情報を前記選択情報
として選択する選択部と、
　前記選択部で選択された前記選択情報を表示する表示部とを備えることを特徴とする検
査残り時間表示装置。
【請求項４】
　２つの検体容器にそれぞれ収容された同一の検体について、第１検査所要時間及び第２
検査所要時間をそれぞれ有する、相異なる第１の検査項目及び第２の検査項目についての
、検査終了までの時間を表示する検査時間表示方法において、
　前記第１の検査項目についての検査前の前記検体容器を待機させる第１待機工程と、
　前記第１の検査項目について、前記検体の検査を行う第１検査工程と、
　前記検体が、前記第１待機工程中である第１待機状態、第１検査工程中である第１検査
状態、前記第１の検査項目についての検査が終了した第１検査済状態のいずれであるかを
検出する第１検出工程と、
　前記検体が前記第１検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過時間と、前記
第１検査所要時間に基づき、検査終了までの第１残り時間を算出する第１算出工程と、
　前記検体が、前記第１待機状態である場合は、前記第１待機状態を示す第１検査項目第
１情報を出力し、前記第１検査状態である場合は、前記第１残り時間を示す第１検査項目
第２情報を出力し、前記第１検査済状態である場合は、前記第１検査済状態を示す第１検
査項目第３情報を出力する第１出力工程と、
　前記第２の検査項目についての検査前の前記検体容器を待機させる第２待機工程と、
　前記第２の検査項目について、前記検体の検査を行う第２検査工程と、
　前記検体が、前記第２待機工程中である第２待機状態、第２検査工程中である第２検査
状態、前記第２の検査項目についての検査が終了した第２検査済状態のいずれであるかを
検出する第２検出工程と、
　前記第２検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過時間と、前記第２検査所
要時間に基づき、検査終了までの第２残り時間を算出する第２算出工程と、
　前記検体が、前記第２待機状態である場合は、前記第２待機状態を示す第２検査項目第
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１情報を出力し、前記第２検査状態である場合は、前記第２残り時間を示す第２検査項目
第２情報を出力し、前記第２検査済状態である場合は、前記第２検査済状態を示す第２検
査項目第３情報を出力する第２出力工程と、
　前記第１出力工程と前記第２出力工程により出力された出力情報が、前記第１検査項目
第１情報と前記第２検査項目第１情報の少なくとも一方を含む場合は、前記第１検査項目
第１情報と前記第２検査項目第１情報の内、前記出力情報に含まれる情報を選択情報とし
て選択し、前記第１検査項目第２情報と前記第２検査項目第２情報である場合は、前記第
１残り時間と前記第２残り時間の長い方の残り時間を示す情報を前記選択情報として選択
し、前記第１検査項目第２情報と前記第２検査項目第３情報である場合は、前記第１検査
項目第２情報を前記選択情報として選択し、前記第１検査項目第３情報と前記第２検査項
目第２情報である場合は、前記第２検査項目第２情報を前記選択情報として選択し、前記
第１検査項目第３情報と前記第２検査項目第３情報である場合は、前記第１検査項目第３
情報と前記第２検査項目第３情報を前記選択情報として選択する選択工程と、
　前記選択工程で選択された前記選択情報を表示する表示工程とを備えることを特徴とす
る検査残り時間表示方法。
【請求項５】
　２以上の所定数の検体容器にそれぞれ収容された同一の検体について、検査所要時間を
それぞれ有する、相異なる前記所定数の検査項目についての検査終了までの時間を表示す
る検査残り時間表示方法において、
　前記検査項目のそれぞれについての検査前の前記検体容器を待機させる待機工程と、
　前記検査項目のそれぞれについて前記検体の検査を行う検査工程と、
　前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が、前記待機工程中である待機状態、前記
検査工程中である検査状態、検査が終了した検査済状態のいずれであるか、及び、それぞ
れの前記検査項目を検出する検出工程と、
　前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開始
されてからの経過時間と、前記検査所要時間に基づき、検査終了までの残り時間を算出す
る算出工程と、
　前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が、前記待機状態である場合は、前記待機
状態を示す待機情報、及び、前記検査項目を示す項目情報を含む第１情報を出力し、前記
検査状態である場合は、前記残り時間を示す残り時間情報、及び、前記項目情報を含む第
２情報を出力し、前記検査済状態である場合は、前記検査済状態を示す検査済情報、及び
、前記項目情報を含む第３情報を出力する出力工程と、
　前記出力工程により、前記検査項目のそれぞれについて出力された出力情報が、前記第
１情報を含む場合は、前記待機情報と、出力されたそれぞれの前記第１情報に含まれる項
目情報を選択情報として選択し、前記第２情報のみ、又は、前記第２情報と前記第３情報
のみである場合は、それぞれの前記第２情報の前記残り時間情報の内、前記残り時間が最
大である前記残り時間情報と、この最大である前記残り時間情報と共に出力された前記項
目情報を前記選択情報として選択し、前記第３情報のみである場合は、前記検査済情報を
前記選択情報として選択する選択工程と、
　前記選択工程で選択された前記選択情報を表示する表示工程とを備えることを特徴とす
る検査残り時間表示方法。
【請求項６】
　検査前の検体がそれぞれ収容された検体容器を待機させる待機部、前記検体の検査を行
う検査部をそれぞれ有し、検査所要時間をそれぞれ要する２以上の所定数の相異なる検査
項目の各々について検査を行う前記所定数の検査装置の、検査終了までの時間を表示する
検査残り時間表示方法において、
　前記所定数の検査項目の内、前記検体について行われる検査の前記検査項目を選択する
項目選択工程と、
　前記項目選択工程で選択された前記検査項目の検査を行う前記検査装置の、それぞれの
待機部に前記検体容器を待機させる待機工程と、



(5) JP 6442190 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

　前記項目選択工程で選択された前記検査項目のそれぞれについて検査を行う検査工程と
、
　前記項目選択工程で選択された前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が、前記待
機工程中である待機状態、前記検査工程中である検査状態、検査が終了した検査済状態の
いずれであるか、及び、前記検体を特定する検体特定情報を検出する検出工程と、
　前記項目選択工程で選択された前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が前記検査
状態である場合は、検査が開始されてからの経過時間と、前記検査所要時間に基づき、検
査終了までの残り時間を算出する算出工程と、
　前記項目選択工程で選択された前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が、前記待
機状態である場合は、前記待機状態を示す待機情報、前記検査項目を示す項目情報、及び
、前記検体特定情報を含む第１情報を出力し、前記検査状態である場合は、前記残り時間
を示す残り時間情報、前記項目情報を含む第２情報、及び、前記検体特定情報を出力し、
前記検査済状態である場合は、前記検査済状態を示す検査済情報、前記項目情報、及び、
前記検体特定情報を含む第３情報を出力する出力工程と、
　前記出力工程において出力された、同一の前記検体特定情報を含む出力情報が、前記第
１情報を含む場合は、前記待機情報と、出力されたそれぞれの前記第１情報に含まれる項
目情報を選択情報として選択し、前記第２情報のみ、又は、前記第２情報と前記第３情報
のみである場合は、それぞれの前記第２情報の前記残り時間情報の内、前記残り時間が最
大である前記残り時間情報と、この最大である前記残り時間情報と共に出力された前記項
目情報を前記選択情報として選択し、前記第３情報のみである場合は、前記検査済情報を
前記選択情報として選択する選択工程と、
　前記選択工程で選択された前記選択情報を表示する表示工程とを備えることを特徴とす
る検査残り時間表示方法。
【請求項７】
　１つの検体容器中の検体について、第１の検査項目、前記第１の検査項目とは異なる第
２の検査項目の順で行う検査の、検査終了までの時間を表示する検査残り時間表示装置に
おいて、
　前記検体の、前記第１の検査項目について検査を行う第１検査装置と、
　前記検体が前記第１検査装置に位置している事を検出する第１検出部と、
　前記検体が前記第１検査装置に位置している場合は、前記検体が前記第１検査装置に位
置している事を示す第１検査項目検査情報を出力する第１出力部と、
　前記第１検査装置における検査がされた後の前記検体容器を待機させる待機部、前記検
体の、第２の検査項目について検査を行う検査部を有する第２検査装置と、
　前記第２検査装置において、前記検体が、前記待機部に位置する待機状態、検査が行わ
れている検査状態、検査が終了した検査済状態のいずれであるかを検出する第２検出部と
、
　前記第２検査装置において、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開始されて
からの経過時間と、前記第２の検査項目の、検査開始から終了までの検査所要時間に基づ
き、検査終了までの検査残り時間を算出する算出部と、
　前記第２検査装置において、前記検体が、前記待機状態である場合は、第２待機状態を
示す第２検査項目第１情報を出力し、前記検査状態である場合は、前記検査残り時間を示
す第２検査項目第２情報を出力し、前記検査済状態である場合は、第２検査済状態を示す
第２検査項目第３情報を出力する第２出力部と、
　前記第１出力部と前記第２出力部から出力された出力情報が、前記第１検査項目検査情
報と前記第２検査項目第１情報のいずれか一方である場合は、検査待ちである事を示す検
査待機情報を選択情報として選択し、前記第２検査項目第２情報である場合は、前記第２
検査項目第２情報を前記選択情報として選択し、前記第２検査項目第３情報である場合は
、前記第２検査項目第３情報を前記選択情報として選択する選択部と、
　前記選択部で選択された前記選択情報を表示する表示部とを備えることを特徴とする検
査残り時間表示装置。
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【請求項８】
　１つの検体容器中の検体について、第１の検査項目、前記第１の検査項目とは異なる第
２の検査項目の順で行う検査の、検査終了までの時間を表示する検査残り時間表示方法に
おいて、
　前記検体の、前記第１の検査項目について検査を行う第１検査工程と、
　前記検体が前記第１検査工程中である事を検出する第１検出工程と、
　前記検体が前記第１検査工程中である場合は、前記検体が前記第１検査工程中である事
を示す第１検査項目検査情報を出力する第１出力工程と、
　前記第１検査項目の検査がされた後の前記検体容器を待機させる待機工程と、
　前記検体の、第２の検査項目について検査を行う第２検査工程と、
　前記検体が、前記待機工程中である待機状態、前記第２検査工程中である第２検査状態
、前記第２の検査項目についての検査が終了した検査済状態のいずれであるかを検出する
第２検出工程と、
　前記第２検査状態である場合は、前記第２の検査項目の検査が開始されてからの経過時
間と、前記第２の検査項目の、検査開始から終了までの検査所要時間に基づき、検査終了
までの検査残り時間を算出する算出工程と、
　前記検体が、前記待機状態である場合は、前記待機状態を示す第２検査項目第１情報を
出力し、前記第２検査状態である場合は、前記検査残り時間を示す第２検査項目第２情報
を出力し、前記検査済状態である場合は、前記検査済状態を示す第２検査項目第３情報を
出力する第２出力工程と、
　前記第１出力工程と前記第２出力工程により出力された出力情報が、前記第１検査項目
検査情報と前記第２検査項目第１情報のいずれか一方である場合は、検査待ちである事を
示す検査待機情報を選択情報として選択し、前記第２検査項目第２情報である場合は、前
記第２検査項目第２情報を選択し、前記第２検査項目第３情報である場合は、前記第２検
査項目第３情報を前記選択情報として選択する選択工程と、
　前記選択工程で選択された前記選択情報を表示する表示工程とを備えることを特徴とす
る検査残り時間表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、患者から採血した血液等の検体について行う検査における残り時間を表示す
る検査残り時間表示装置及び検査残り時間表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　病院等の医療機関において、患者から採血された血液（検体）について、生化学や免疫
等、複数の検査項目の検査をそれぞれ行う検体処理装置が知られている。このような検体
処理装置として、例えば、乳び・溶血状態を検出する検体処理装置が知られている（例え
ば、特許文献１参照。）。これらの検体処理装置により得られた検体の情報は医師に伝達
され、この情報に基づき、患者の診療が行われる。
【０００３】
　ところで、患者は、採血から診療が行われるまでの間は、待合室等で待機するが、この
際、患者から医師や看護師に対し、診療開始までの待ち時間（検査残り時間）が問い合わ
せられる場合がある。このような問い合わせに対応するための方法として、各患者の、過
去の検査所要時間等に基づき、検査の残り時間を予測し、表示する検査残り時間表示装置
が知られている（例えば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－０４７５８９号公報
【特許文献２】特開２００８－２１７３８９号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した検査装置では、次のような問題があった。すなわち、患者から採取された血液
は、必要な検査項目の検査装置に送られ、検査が行われるが、行われる検査項目により検
査終了までの時間が異なるため、どの患者の検査が先に終了するかを予測することは困難
である。
【０００６】
　更に、各検査装置で同時に収容し、検査が可能である検体容器の数には限りがあるため
、検査装置に検体容器が搬送されても、検査待ちとなる場合がある。この場合、先に検査
待ち状態にある検体の数や、検査中の検体の検査残り時間により、検査が終了するまでの
時間が変化するため、検査終了までの時間を予測することは更に困難になる。
【０００７】
　そこで本発明は、複数の検査項目について検査をする際に、検体処理時間を正確に予測
し、表示することが可能である検査残り時間表示装置及び検査残り時間表示方法を提供す
ることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決し目的を達成するために、本発明の検査残り時間表示装置及び検査残り
時間表示方法は次のように構成されている。
【０００９】
　本発明の検査残り時間表示装置は、２つの検体容器にそれぞれ収容された同一の検体に
ついて、第１検査所要時間及び第２検査所要時間をそれぞれ有する、相異なる第１の検査
項目及び第２の検査項目についての検査終了までの時間を表示する検査残り時間表示装置
において、検査前の前記検体容器を待機させる第１待機部、前記検体の、第１の検査項目
について検査を行う第１検査部を有する第１検査装置と、前記第１検査装置において、前
記検体が、前記第１待機部に位置する第１待機状態、検査が行われている第１検査状態、
検査が終了した第１検査済状態のいずれであるかを検出する第１検出部と、前記第１検査
装置において、前記検体が前記第１検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過
時間と、前記第１検査所要時間に基づき、検査終了までの第１残り時間を算出する第１算
出部と、前記第１検査装置において、前記検体が、前記第１待機状態である場合は、前記
第１待機状態を示す第１検査項目第１情報を出力し、前記第１検査状態である場合は、前
記第１残り時間を示す第１検査項目第２情報を出力し、前記第１検査済状態である場合は
、前記第１検査済状態を示す第１検査項目第３情報を出力する第１出力部と、前記検体容
器を待機させる第２待機部、前記検体の、第２の検査項目について検査を行う第２検査部
を有する第２検査装置と、前記第２検査装置において、前記検体が、前記第２待機部に位
置する第２待機状態、検査が行われている第２検査状態、検査が終了した第２検査済状態
のいずれであるかを検出する第２検出部と、前記第２検査装置において、前記検体が前記
第２検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過時間と、前記第２検査所要時間
に基づき、検査終了までの第２残り時間を算出する第２算出部と、前記第２検査装置にお
いて、前記検体が、前記第２待機状態である場合は、前記第２待機状態を示す第２検査項
目第１情報を出力し、前記第２検査状態である場合は、前記第２残り時間を示す第２検査
項目第２情報を出力し、前記第２検査済状態である場合は、前記第２検査済状態を示す第
２検査項目第３情報を出力する第２出力部と、前記第１出力部と前記第２出力部から出力
された出力情報が、前記第１検査項目第１情報と前記第２検査項目第１情報の少なくとも
一方を含む場合は、前記第１検査項目第１情報と前記第２検査項目第１情報の内、前記出
力情報に含まれる情報を選択情報として選択し、前記第１検査項目第２情報と前記第２検
査項目第２情報である場合は、前記第１残り時間と前記第２残り時間の長い方の残り時間
を示す情報を前記選択情報として選択し、前記第１検査項目第２情報と前記第２検査項目
第３情報である場合は、前記第１検査項目第２情報を前記選択情報として選択し、前記第



(8) JP 6442190 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

１検査項目第３情報と前記第２検査項目第２情報である場合は、前記第２検査項目第２情
報を前記選択情報として選択し、前記第１検査項目第３情報と前記第２検査項目第３情報
である場合は、前記第１検査項目第３情報と前記第２検査項目第３情報を前記選択情報と
して選択する選択部と、前記選択部で選択された前記選択情報を表示する表示部とを備え
ることを特徴とする。
【００１０】
　本発明の検査残り時間表示装置は、２以上の所定数の検体容器にそれぞれ収容された同
一の検体について、検査所要時間をそれぞれ有する、前記所定数の相異なる検査項目につ
いての、検査終了までの時間を表示する検査残り時間表示装置において、検査前の前記検
体容器を待機させる待機部、前記検体の検査を行う検査部をそれぞれ有し、前記所定数の
前記検査項目の各々について検査を行う前記所定数の検査装置と、前記検査装置のそれぞ
れに設けられ、前記検体が、前記待機部に位置する待機状態、検査が行われている検査状
態、検査が終了した検査済状態のいずれであるかを検出する検出部と、前記検査装置のそ
れぞれに設けられ、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過
時間と、前記検査所要時間に基づき、検査終了までの残り時間を算出する算出部と、前記
検査装置のそれぞれに設けられ、前記検体が、前記待機状態である場合は、前記待機状態
を示す待機情報、及び、前記検査装置の検査項目を示す項目情報を含む第１情報を出力し
、前記検査状態である場合は、前記残り時間を示す残り時間情報、及び、前記項目情報を
含む第２情報を出力し、前記検査済状態である場合は、前記検査済状態を示す検査済情報
、及び、前記項目情報を含む第３情報を出力する出力部と、前記出力部のそれぞれから出
力された出力情報が、前記第１情報を含む場合は、前記待機情報と、出力されたそれぞれ
の前記第１情報に含まれる項目情報を選択情報として選択し、前記第２情報のみ、又は、
前記第２情報と前記第３情報のみである場合は、それぞれの前記第２情報の前記残り時間
情報の内、前記残り時間が最大である前記残り時間情報と、この最大である前記残り時間
情報と共に出力された前記項目情報を前記選択情報として選択し、前記第３情報のみであ
る場合は、前記検査済情報を前記選択情報として選択する選択部と、前記選択部で選択さ
れた前記選択情報を表示する表示部とを備えることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の検査残り時間表示装置は、検体容器にそれぞれ収容された検体についての、検
査終了までの時間を表示する検査残り時間表示装置において、検査前の前記検体容器を待
機させる待機部、前記検体の検査を行う検査部をそれぞれ有し、検査所要時間をそれぞれ
要する２以上の所定数の検査項目の各々について検査を行う前記所定数の検査装置と、前
記所定数の相異なる検査項目の内、前記検体について行われる検査の検査項目を選択する
項目選択部と、前記検査装置のそれぞれに設けられ、前記検体が、前記待機部に位置する
待機状態、検査が行われている検査状態、検査が終了した検査済状態のいずれであるか、
及び、前記検体を特定する検体特定情報を検出する検出部と、前記検査装置のそれぞれに
設けられ、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過時間と、
前記検査所要時間に基づき、検査終了までの残り時間を算出する算出部と、前記検査装置
のそれぞれに設けられ、前記検体が、前記待機状態である場合は、前記待機状態を示す待
機情報、前記検査装置の検査項目を示す項目情報、及び、前記検体特定情報を含む第１情
報を出力し、前記検査状態である場合は、前記残り時間を示す残り時間情報、前記項目情
報、及び、前記検体特定情報を含む第２情報を出力し、前記検査済状態である場合は、前
記検査済状態を示す検査済情報、前記項目情報、及び、前記検体特定情報を含む第３情報
を出力する出力部と、前記出力部のそれぞれから出力された、同一の前記検体特定情報を
含む出力情報が、前記第１情報を含む場合は、前記待機情報、出力されたそれぞれの前記
第１情報に含まれる項目情報、及び、前記検体特定情報を選択情報として選択し、前記第
２情報のみ、又は、前記第２情報と前記第３情報のみである場合は、それぞれの前記第２
情報の前記残り時間情報の内、前記残り時間が最大である前記残り時間情報、この最大で
ある前記残り時間情報と共に出力された前記項目情報、及び、前記検体特定情報を前記選
択情報として選択し、前記第３情報のみである場合は、前記検査済情報及び前記検体特定
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情報を前記選択情報として選択する選択部と、前記選択部で選択された前記選択情報を表
示する表示部とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の検査残り時間表示装置は、１つの検体容器中の検体について、第１の検査項目
、前記第１の検査項目とは異なる第２の検査項目の順で行う検査の、検査終了までの時間
を表示する検査残り時間表示装置において、前記検体の、前記第１の検査項目について検
査を行う第１検査装置と、前記検体が前記第１検査装置に位置している事を検出する第１
検出部と、前記検体が前記第１検査装置に位置している場合は、前記検体が前記第１検査
装置に位置している事を示す第１検査項目検査情報を出力する第１出力部と、前記第１検
査装置における検査がされた後の前記検体容器を待機させる待機部、前記検体の、第２の
検査項目について検査を行う検査部を有する第２検査装置と、前記第２検査装置において
、前記検体が、前記待機部に位置する待機状態、検査が行われている検査状態、検査が終
了した検査済状態のいずれであるかを検出する第２検出部と、前記第２検査装置において
、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過時間と、前記第２
の検査項目の、検査開始から終了までの検査所要時間に基づき、検査終了までの検査残り
時間を算出する算出部と、前記第２検査装置において、前記検体が、前記待機状態である
場合は、第２待機状態を示す第２検査項目第１情報を出力し、前記検査状態である場合は
、前記検査残り時間を示す第２検査項目第２情報を出力し、前記検査済状態である場合は
、第２検査済状態を示す第２検査項目第３情報を出力する第２出力部と、前記第１出力部
と前記第２出力部から出力された出力情報が、前記第１検査項目検査情報と前記第２検査
項目第１情報のいずれか一方である場合は、検査待ちである事を示す検査待機情報を選択
情報として選択し、前記第２検査項目第２情報である場合は、前記第２検査項目第２情報
を前記選択情報として選択し、前記第２検査項目第３情報である場合は、前記第２検査項
目第３情報を前記選択情報として選択する選択部と、前記選択部で選択された前記選択情
報を表示する表示部とを備えることを特徴とする。
【００１３】
　本発明の検査残り時間表示方法は、２つの検体容器にそれぞれ収容された同一の検体に
ついて、第１検査所要時間及び第２検査所要時間をそれぞれ有する、相異なる第１の検査
項目及び第２の検査項目についての、検査終了までの時間を表示する検査時間表示方法に
おいて、前記第１の検査項目についての検査前の前記検体容器を待機させる第１待機工程
と、前記第１の検査項目について、前記検体の検査を行う第１検査工程と、前記検体が、
前記第１待機工程中である第１待機状態、第１検査工程中である第１検査状態、前記第１
の検査項目についての検査が終了した第１検査済状態のいずれであるかを検出する第１検
出工程と、前記検体が前記第１検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過時間
と、前記第１検査所要時間に基づき、検査終了までの第１残り時間を算出する第１算出工
程と、前記検体が、前記第１待機状態である場合は、前記第１待機状態を示す第１検査項
目第１情報を出力し、前記第１検査状態である場合は、前記第１残り時間を示す第１検査
項目第２情報を出力し、前記第１検査済状態である場合は、前記第１検査済状態を示す第
１検査項目第３情報を出力する第１出力工程と、前記第２の検査項目についての検査前の
前記検体容器を待機させる第２待機工程と、前記第２の検査項目について、前記検体の検
査を行う第２検査工程と、前記検体が、前記第２待機工程中である第２待機状態、第２検
査工程中である第２検査状態、前記第２の検査項目についての検査が終了した第２検査済
状態のいずれであるかを検出する第２検出工程と、前記第２検査状態である場合は、検査
が開始されてからの経過時間と、前記第２検査所要時間に基づき、検査終了までの第２残
り時間を算出する第２算出工程と、前記検体が、前記第２待機状態である場合は、前記第
２待機状態を示す第２検査項目第１情報を出力し、前記第２検査状態である場合は、前記
第２残り時間を示す第２検査項目第２情報を出力し、前記第２検査済状態である場合は、
前記第２検査済状態を示す第２検査項目第３情報を出力する第２出力工程と、前記第１出
力工程と前記第２出力工程により出力された出力情報が、前記第１検査項目第１情報と前
記第２検査項目第１情報の少なくとも一方を含む場合は、前記第１検査項目第１情報と前
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記第２検査項目第１情報の内、前記出力情報に含まれる情報を選択情報として選択し、前
記第１検査項目第２情報と前記第２検査項目第２情報である場合は、前記第１残り時間と
前記第２残り時間の長い方の残り時間を示す情報を前記選択情報として選択し、前記第１
検査項目第２情報と前記第２検査項目第３情報である場合は、前記第１検査項目第２情報
を前記選択情報として選択し、前記第１検査項目第３情報と前記第２検査項目第２情報で
ある場合は、前記第２検査項目第２情報を前記選択情報として選択し、前記第１検査項目
第３情報と前記第２検査項目第３情報である場合は、前記第１検査項目第３情報と前記第
２検査項目第３情報を前記選択情報として選択する選択工程と、前記選択工程で選択され
た前記選択情報を表示する表示工程とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　本発明の検査残り時間表示方法は、２以上の所定数の検体容器にそれぞれ収容された同
一の検体について、検査所要時間をそれぞれ有する、相異なる前記所定数の検査項目につ
いての検査終了までの時間を表示する検査残り時間表示方法において、前記検査項目のそ
れぞれについての検査前の前記検体容器を待機させる待機工程と、前記検査項目のそれぞ
れについて前記検体の検査を行う検査工程と、前記検査項目のそれぞれについて、前記検
体が、前記待機工程中である待機状態、前記検査工程中である検査状態、検査が終了した
検査済状態のいずれであるか、及び、それぞれの前記検査項目を検出する検出工程と、
　前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開始
されてからの経過時間と、前記検査所要時間に基づき、検査終了までの残り時間を算出す
る算出工程と、前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が、前記待機状態である場合
は、前記待機状態を示す待機情報、及び、前記検査項目を示す項目情報を含む第１情報を
出力し、前記検査状態である場合は、前記残り時間を示す残り時間情報、及び、前記項目
情報を含む第２情報を出力し、前記検査済状態である場合は、前記検査済状態を示す検査
済情報、及び、前記項目情報を含む第３情報を出力する出力工程と、前記出力工程により
、前記検査項目のそれぞれについて出力された出力情報が、前記第１情報を含む場合は、
前記待機情報と、出力されたそれぞれの前記第１情報に含まれる項目情報を選択情報とし
て選択し、前記第２情報のみ、又は、前記第２情報と前記第３情報のみである場合は、そ
れぞれの前記第２情報の前記残り時間情報の内、前記残り時間が最大である前記残り時間
情報と、この最大である前記残り時間情報と共に出力された前記項目情報を前記選択情報
として選択し、前記第３情報のみである場合は、前記検査済情報を前記選択情報として選
択する選択工程と、前記選択工程で選択された前記選択情報を表示する表示工程とを備え
ることを特徴とする。
【００１５】
　本発明の検査残り時間表示方法は、検査前の検体がそれぞれ収容された検体容器を待機
させる待機部、前記検体の検査を行う検査部をそれぞれ有し、検査所要時間をそれぞれ要
する２以上の所定数の相異なる検査項目の各々について検査を行う前記所定数の検査装置
の、検査終了までの時間を表示する検査残り時間表示方法において、前記所定数の検査項
目の内、前記検体について行われる検査の前記検査項目を選択する項目選択工程と、前記
項目選択工程で選択された前記検査項目の検査を行う前記検査装置の、それぞれの待機部
に前記検体容器を待機させる待機工程と、前記項目選択工程で選択された前記検査項目の
それぞれについて検査を行う検査工程と、前記項目選択工程で選択された前記検査項目の
それぞれについて、前記検体が、前記待機工程中である待機状態、前記検査工程中である
検査状態、検査が終了した検査済状態のいずれであるか、及び、前記検体を特定する検体
特定情報を検出する検出工程と、前記項目選択工程で選択された前記検査項目のそれぞれ
について、前記検体が前記検査状態である場合は、検査が開始されてからの経過時間と、
前記検査所要時間に基づき、検査終了までの残り時間を算出する算出工程と、前記項目選
択工程で選択された前記検査項目のそれぞれについて、前記検体が、前記待機状態である
場合は、前記待機状態を示す待機情報、前記検査項目を示す項目情報、及び、前記検体特
定情報を含む第１情報を出力し、前記検査状態である場合は、前記残り時間を示す残り時
間情報、前記項目情報を含む第２情報、及び、前記検体特定情報を出力し、前記検査済状



(11) JP 6442190 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

態である場合は、前記検査済状態を示す検査済情報、前記項目情報、及び、前記検体特定
情報を含む第３情報を出力する出力工程と、前記出力工程において出力された、同一の前
記検体特定情報を含む出力情報が、前記第１情報を含む場合は、前記待機情報と、出力さ
れたそれぞれの前記第１情報に含まれる項目情報を選択情報として選択し、前記第２情報
のみ、又は、前記第２情報と前記第３情報のみである場合は、それぞれの前記第２情報の
前記残り時間情報の内、前記残り時間が最大である前記残り時間情報と、この最大である
前記残り時間情報と共に出力された前記項目情報を前記選択情報として選択し、前記第３
情報のみである場合は、前記検査済情報を前記選択情報として選択する選択工程と、前記
選択工程で選択された前記選択情報を表示する表示工程とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　本発明の検査残り時間表示方法は、１つの検体容器中の検体について、第１の検査項目
、前記第１の検査項目とは異なる第２の検査項目の順で行う検査の、検査終了までの時間
を表示する検査残り時間表示方法において、前記検体の、前記第１の検査項目について検
査を行う第１検査工程と、前記検体が前記第１検査工程中である事を検出する第１検出工
程と、前記検体が前記第１検査工程中である場合は、前記検体が前記第１検査工程中であ
る事を示す第１検査項目検査情報を出力する第１出力工程と、前記第１検査項目の検査が
された後の前記検体容器を待機させる待機工程と、前記検体の、第２の検査項目について
検査を行う第２検査工程と、前記検体が、前記待機工程中である待機状態、前記第２検査
工程中である第２検査状態、前記第２の検査項目についての検査が終了した検査済状態の
いずれであるかを検出する第２検出工程と、前記第２検査状態である場合は、前記第２の
検査項目の検査が開始されてからの経過時間と、前記第２の検査項目の、検査開始から終
了までの検査所要時間に基づき、検査終了までの検査残り時間を算出する算出工程と、前
記検体が、前記待機状態である場合は、前記待機状態を示す第２検査項目第１情報を出力
し、前記第２検査状態である場合は、前記検査残り時間を示す第２検査項目第２情報を出
力し、前記検査済状態である場合は、前記検査済状態を示す第２検査項目第３情報を出力
する第２出力工程と、前記第１出力工程と前記第２出力工程により出力された出力情報が
、前記第１検査項目検査情報と前記第２検査項目第１情報のいずれか一方である場合は、
検査待ちである事を示す検査待機情報を選択情報として選択し、前記第２検査項目第２情
報である場合は、前記第２検査項目第２情報を選択し、前記第２検査項目第３情報である
場合は、前記第２検査項目第３情報を前記選択情報として選択する選択工程と、前記選択
工程で選択された前記選択情報を表示する表示工程とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、複数の検査項目について検査をする際に、検体処理時間を正確に予測
し、表示することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施の形態に係る検査残り時間表示装置を備える医療機関を示す概略
図。
【図２】同検査残り時間表示装置の動作を示すフロー図。
【図３】同検査残り時間表示装置の動作を示すフロー図。
【図４】同検査残り時間表示装置の動作を示すフロー図。
【図５】同検査残り時間表示装置の、第１ディスプレイの表示の例を示す説明図。
【図６】同検査残り時間表示装置の、第１ディスプレイの表示の例を示す説明図。
【図７】同検査残り時間表示装置の、第２ディスプレイの表示の例を示す説明図。
【図８】同検査残り時間表示装置の、第２ディスプレイの表示の例を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１は本発明の一実施の形態に係る検査残り時間表示装置１０を備える医療施設１を示
す概略図、図２～４は検査残り時間表示装置１０の動作を示すフロー図、図５，６は第１
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ディスプレイ４１の表示の例を示す説明図、図７，８は第２ディスプレイ５１の表示の例
を示す説明図である。
【００２０】
　医療施設１は、外来患者からの血液等の検体Ｔ１の採取、この検体Ｔ１の項目別の分析
、及び、医師Ｗによる診療までが行われる。医療機関１は、検体Ｔ１の採取、分析が行わ
れる分析室２と、医師Ｗによる診療が行われる診察室３を備えている。なお、分析室２に
は、分析技師Ｈが駐在している。この分析技師Ｈは、検体Ｔ１の検査結果に基づき、再検
査の要否を判断する。なお、検体Ｔ１は、所定数の、試験管等の検体容器Ｔ２に分注され
る。各検体容器Ｔ２には、その中に収容された検体Ｔ１の患者の情報等を示す検体情報が
記載されたラベルＴ３が添付されている。ここで、所定数とは、医師Ｗから指示された患
者各々の検査項目の数を示している。検査項目は、例えば、生化学、免疫、血液、尿等で
ある。また、ラベルＴ３に記載された情報は、例えばバーコードとして記載されている。
【００２１】
　医療機関１は、更に、分析室２から診察室３に渡って形成された検査残り時間表示装置
１０を備えている。
【００２２】
　検査残り時間表示装置１０は、分析室２に設けられた４つの検査装置２０（２０Ａ，２
０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄ）と、これらの検査装置２０と接続された制御装置３０と、この制
御装置３０と接続された第１ＰＣ（パーソナルコンピュータ）４０及び第２ＰＣ（パーソ
ナルコンピュータ）５０とを備えている。検査装置２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄはそ
れぞれ、生化学、免疫、血液、尿について、検査を行う機能を有している。
【００２３】
　検査装置２０は、検体容器Ｔ２が導入される待機部２１と、この待機部２１に配置され
た検体容器Ｔ２が導入され、検査が行われる検査部２２とを備えている。検査装置２０は
更に、検体容器Ｔ２を保持しつつ、待機部２１と検査部２２の相互間を移動可能な保持部
２３を備えている。
【００２４】
　各保持部２３には、それぞれ検出部２４が接続されている。この検出部２４は、各保持
部２３に保持された検体容器Ｔ２の検体情報（検体特定情報）を検出する機能を有してい
る。更に、この検出部２４は、待機部２１に位置する検体の状態を待機状態、検査部２２
にて検査中の検体を検査状態、検査が終了した検体を検査済状態として検出する機能を有
している。
【００２５】
　制御装置３０は、検査装置２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄとそれぞれ接続された子制
御部３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄと、これら子制御部３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１
Ｄに接続されたデータベース３４、親制御部（選択部）３５とを備えている。なお、デー
タベース３４には、検査装置２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄのそれぞれの検査部２２の
、検査の開始から終了までの検査所要時間が蓄積されている。
【００２６】
　子制御部３１Ａは、検査装置２０Ａの検査部２２にて検査が行われている検体Ｔ１につ
いて、検査が終了するまでの検査残り時間を算出する算出部３２と、検査装置２０Ａの、
各検出部２４から得られた情報を親制御部３５に出力する出力部３３とを備えている。
【００２７】
　子制御部３１Ａの算出部３２は、検査装置２０Ａの検査部２２に位置する検体Ｔ１につ
いて、検査が開始されてからの経過時間と、データベース３４から得られた、検査装置２
０Ａの検査部２２における検査所要時間とに基づき、検査が終了するまでの検査残り時間
を算出する機能を有している。
【００２８】
　子制御部３１Ａの出力部３３は、検査装置２０Ａ内の各検体Ｔ１について、待機状態で
ある場合は第１情報を出力し、検査状態である場合は第２情報を出力し、検査済状態であ
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る場合は第３情報を出力する機能を有している。なお、第１情報は、待機状態を示す待機
情報、検査装置２０Ａの検査項目を示す項目情報、及び、各検体の検体情報を示している
。第２情報は、検査残り時間を示す残り時間情報、項目情報、及び、検体情報を示してい
る。第３情報は、検査済を示す検査済情報、項目情報、及び、検体情報を示している。す
なわち、例えば患者Ａの検体Ｔ１が、検査装置２０Ａの待機部２１に位置する場合、出力
部３３からは、「待機中（待機情報）、生化学（項目情報）、患者Ａ（検体情報）」を含
む第１情報が出力される。
【００２９】
　子制御部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄは、上述した子制御部３１Ａと同様の機能を有してい
る。すなわち、子制御部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄは、それぞれ、検査装置２０Ｂ，２０Ｃ
，２０Ｄ内の各検体Ｔ１について、検査残り時間の算出、及び、第１情報、第２情報、第
３情報の出力を行う機能を有している。
【００３０】
　親制御部３５は、検査装置２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄのそれぞれと、子制御部３
１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄを介して接続されている。子制御部３１Ａ，３１Ｂ，３１
Ｃ，３１Ｄのそれぞれの出力部３３からは、検査装置２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄの
それぞれから得られた、患者毎、項目毎の情報が出力される。親制御部３５は、各出力部
３３から出力された情報を、患者毎にソートし、以下に説明する条件の下で、各患者の情
報の中から所定の情報を選択する機能を有している。
【００３１】
　すなわち、１人の患者についての、各出力部３３から出力された複数の情報の中に、第
１情報が含まれている場合は、待機情報と、それぞれの第１情報に含まれる項目情報を選
択する。各出力部３３から出力された複数の情報が、第２情報のみ、もしくは、第２情報
と第３情報のみである場合は、それぞれの第２情報に含まれる残り時間情報の内、最大の
残り時間と、この最大の残り時間情報と共に出力された項目情報を選択する。各出力部３
３から出力された複数の情報が、第３情報のみである場合は、検査済情報を選択する。
【００３２】
　第１ＰＣ４０は、分析室２に設けられている。第１ＰＣ４０は、制御装置３０と接続さ
れており、検査装置２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄの検査状況を表示する第１ディスプ
レイ４１を備えている。この第１ディスプレイ４１は、例えば図５に示すように、検体情
報を表示する検体情報表示部４２、検体Ｔ１の、患者毎の採取時間（採血時間）を示す採
取時間表示部４３、各検体Ｔ１の検査状況を示す検査状況表示部４４とを備えている。
【００３３】
　第２ＰＣ５０は、図１に示すように、診察室３に設けられ、制御装置３０に、患者各々
の検査項目を指示する指示部５２と、制御装置３０から出力された情報を表示する第２デ
ィスプレイ（表示部）５１とを備えている。
【００３４】
　第２ディスプレイ５１は、制御装置３０と接続されている。第２ディスプレイ５１は、
図７に示すように、検体情報を示す検体情報表示部５３、患者毎に、親制御部３５で選択
された情報を表示する選択情報表示部５４、検体Ｔ１の、患者毎の採取時間（採血時間）
を示す採取時間表示部５５、各検体Ｔ１の、検査項目毎の検査状況を示す検査状況表示部
５６とを備えている。なお、第２ディスプレイ５１の選択情報表示部５４は、患者毎に、
親制御部３５で選択された情報が、第１情報であれば、待機情報を、第２情報であれば、
残り時間情報を、第３情報であれば、検査済情報を表示する機能を有している。
【００３５】
　第２ディスプレイ５１の選択情報表示部５４は、残り時間が０、すなわち、承認待ちを
示す表示をする場合は、「！」が表示される。残り時間を表示する場合は、５分単位の表
示がされる。例えば、親制御部３５により残り時間１２分と選択された場合、選択情報表
示部では「１５分」と表示される。また、選択された情報が３０分以上の残り時間である
場合、及び、検査待ちである場合は、「混雑中」が表示される。
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【００３６】
　上述したように構成された検査残り時間表示装置１０を備える医療機関１では、以下に
説明する手順で、患者からの検体の採取から、医師Ｗによる診療までが行われる。
【００３７】
　図２は、医療機関１に患者が到着してから、医師Ｗによる診療が始まるまでの概略を示
すフロー図である。この図２の説明では、患者Ａが医療機関１を訪問した場合を例として
説明する。
【００３８】
　医療機関１に患者Ａが到着すると、この患者Ａの過去のカルテ等に基づき、医師Ｗによ
り、患者Ａに必要な検査項目の判断がなされる。この検査項目は、例えば、生化学、免疫
、及び、血液である。図２中ステップＳＡ１は、医師Ｗが、患者Ａについて必要と判断し
た検査項目について、指示部５２を通し、分析室２側に指示する工程を示している。
【００３９】
　分析室２側に、検査項目の指示が届くと、ステップＳＡ２、ステップＳＡ３に記載のよ
うに、採血室Ａに患者が到着した後、検査項目の数だけの検体容器に、氏名等の患者Ａを
特定する情報（検体情報）が表示されたラベルＴ３が添付される。この後、ステップＳＡ
４に示すように各検体容器Ｔ２に検体Ｔ１が封入される。
【００４０】
　この後に、コンベア装置、又は、看護師等の手により、ステップＳＡ５に示すように、
指示がされた各検査項目の検査を行う検査装置２０に、検体容器Ｔ２が搬送される。
【００４１】
　検査装置２０の各々に検体容器Ｔ２が搬送されると、ステップＳＡ６に示すように、検
査残り時間の予測、及び、表示が開始される。
【００４２】
　ステップＳＡ７に示すように、ステップＳＡ１において指示された全ての検査項目につ
いての検査が終了すると、ステップＳＡ８に示すように、検査結果と共に、検査が終了し
た旨の通知が医師Ｗ側に送信される。検査結果を確認した医師Ｗは、ステップＳＡ９に示
すように、患者Ａを診療室３に呼び、検査結果に基づき、診療を行う。
【００４３】
　次に、図２中ステップＳＡ６の工程における、検査装置２０、及び、子制御部３１の動
作ついて、図３を参照しつつ説明する。
【００４４】
　検査装置２０に搬送された検体容器Ｔ２は、ステップＳＢ１に示すように、待機部２１
に配置される。検体容器Ｔ２が待機部２１に位置する状態では、検出部２４により、検体
容器Ｔ２について、待機状態である事が検出される。この後、ステップＳＢ２に示すよう
に、検体Ｔ１について、出力部３３により、検査待ち情報を含む第１情報が出力される。
【００４５】
　この後、検査装置２０において、検査可能、すなわち、検査部２２に空きがある状態に
なると、ステップＳＢ３において検査開始可能と判断される。この後、検体容器Ｔ２が、
待機部２１から検査部２２に移動した後、ステップＳＢ４に示されるように、検査が開始
される。
【００４６】
　ステップＳＢ３において、検査部２２に空きが無く、検査開始不可と判断されると、ス
テップＳＢ２の前に戻り、第１情報が出力される。
【００４７】
　ステップＳＢ４において、検査が開始されると、ステップＳＢ５に示すように、算出部
３２において検査残り時間の算出がされる。この後、算出された残り時間は、ステップＳ
Ｂ６に示すように、出力部３３から第２情報として出力される。
【００４８】
　この後、ステップＳＢ７に示すように、検査済か検査中かの判断がされる。ステップＳ
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Ｂ７において、検査中と判断されれば、ステップＳＢ４の前に戻り、再び残り時間の算出
（ステップＳＢ５）及び第２情報の出力（ステップＳＢ６）がされる。すなわち、検査済
となるまでは、残り時間の算出と出力が繰り返し行われる。
【００４９】
　ステップＳＢ７において、検査済と判断されると、検査結果が第１ＰＣ４０に送られ、
ステップＳＢ８に示すように、分析技師Ｈにより、再検査の要否が判断される。
【００５０】
　ステップＳＢ８において、再検査が必要であると判断されれば、ステップＳＢ４の前に
戻り、再検査が開始される。
【００５１】
　ステップＳＢ８において、再検査が不要であると判断されれば、検査済を示す検査済情
報を含む第３情報が出力部３３から出力される。
【００５２】
　次に、図２中ステップＳＡ６の工程における、親制御部３５の、各患者の検体Ｔ１に関
する動作について、図４を参照しつつ説明する。
【００５３】
　ステップＳＣ１に示すように、検査装置２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄのそれぞれに
接続された子制御部３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄから、各検体Ｔ１についての情報が
出力される。この情報について、ステップＳＣ２に示すように、第１情報が含まれるか否
かの判断がされる。第１情報が含まれる場合は、ステップＳＣ３に示すように、第１情報
を選択し、ステップＳＣ４に示すように、第１情報を出力し、ステップＳＣ１の前に戻る
。
【００５４】
　子制御部３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄから出力された情報の中に、第１情報が含ま
れていない場合は、ステップＳＣ５に示すように、子制御部３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３
１Ｄから出力された情報が第３情報のみであるか否かの判断がされる。
【００５５】
　ステップＳＣ５において、第３情報のみではないと判断された場合、すなわち、第２情
報が含まれる場合は、ステップＳＣ６に示すように、これらの第２情報の残り時間が比較
される。この後、ステップＳＣ７に示すように、残り時間の最大値を含む第２情報が選択
され、ステップＳＣ８に示すように、残り時間の最大値を含む第２情報が出力される。こ
の後、上述したステップＳＣ１の前に戻る。
【００５６】
　ステップＳＣ５において、第３情報のみであるとの判断がされれば、ステップＳＣ９に
示すように、第３情報が選択され、ステップＳＣ１０に示すように、第３情報が出力され
る。このステップＳＣ１０が行われると、親制御部３５の、各患者の検体Ｔ１についての
動作が終了する。
【００５７】
　上述した図２～４のフロー図の動作が行われると、第１ディスプレイ４１の表示は例え
ば図５、６に示す表示となる。なお、図６は、第１情報が出力された患者を強調して表示
する例である。
【００５８】
　また、第２ディスプレイ５１の表示は、例えば図７、８に示す表示となる。なお、図８
は、第１情報が出力された患者についての残り時間を、例えば「＞３０分」として表示す
る例である。更に、第２ディスプレイ５１の表示は、検査残り時間が少ない患者から順番
に、並び替えがされている。
【００５９】
　図５～８の表示は、患者Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇが、医療機関１を訪問した場合を
例として示している。なお、患者Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇのそれぞれの、検体の採取
時間（採血時間）は、１５：００，１５：１５，１５：３０，１５：４５，１６：００，



(16) JP 6442190 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

１６：１５，１６：３０となっているが、各患者の検体の検査は、ラベルの印刷等の準備
が完了した後に開始される。
【００６０】
　以下に、患者Ｂ，Ｄ，Ｅ，Ｆについて、制御装置３０の動作と、第２ディスプレイ５１
の表示について説明する。
【００６１】
　患者Ｂの表示は、第１ディスプレイ４１では、図７に示すように、生化学の検査につい
ては採血済、すなわち、検査待である。血液の検査については測定中であり、残り時間は
５分である。尿の検査については、検体が未到着であることを示している。
【００６２】
　この場合、子制御部３１Ａからは、第１情報として「検査待ち（待機情報）、生化学（
項目情報）、患者Ｂ（検体情報）」が出力される。子制御部３１Ｃからは、「５分（残り
時間情報）、血液（項目情報）、患者Ｂ（検体情報）」が出力される。
【００６３】
　親制御部３５は、子制御部３１Ａから出力された第１情報を選択し、第２ディスプレイ
５１に表示する。選択情報表示部５４の表示は、図７に示すように、待機情報を示す「混
雑中」となる。
【００６４】
　なお、患者Ｂの検査項目「尿」については、医師Ｗから検査の指示がされた後、検査装
置２０Ｄに検体Ｔ１が未到着との表示がされている。このような、検体未到着が含まれる
場合も、選択情報表示部には「混雑中」が表示される。
【００６５】
　患者Ｄの表示は、第１ディスプレイ４１では、図７に示すように、生化学の検査につい
ては測定中であり、残り時間は１５分である。血液の検査については測定中であり、残り
時間は１０分である。尿の検査については承認待ちである。
【００６６】
　この場合、子制御部３１Ａからは、第２情報として「１０分（残り時間情報）、生化学
（項目情報）、患者Ｄ（検体情報）」が出力される。子制御部３１Ｂからは、「１８分（
残り時間情報）、免疫（項目情報）、患者Ｄ（検体情報）」が出力される。子制御部３１
Ｄからは、第２情報として「０分（残り時間情報）、尿（項目情報）、患者Ｄ（検体情報
）」が出力される。
【００６７】
　親制御部３５は、子制御部３１Ａから出力された第２情報、子制御部３１Ｂから出力さ
れた第２情報、及び、子制御部３１Ｄから出力された第２情報を比較し、残り時間の長い
もの、すなわち子制御部３１Ｂから出力された第２情報を選択し、第２ディスプレイ５１
に表示する。なお、この場合は、残り時間１８分となるが、第２ディスプレイ５１の選択
情報表示部５４は、５分ごとの表示であるため、「２０分」と表示される。
【００６８】
　患者Ｅの表示は、第１ディスプレイ４１では、図７に示すように、生化学の検査につい
ては承認済、すなわち、検査済である。免疫の検査については測定中（再検査中）であり
、残り時間は４０分である。
【００６９】
　この場合、子制御部３１Ａからは、第３情報として「検査済（検査済情報）、生化学（
項目情報）、患者Ｅ（検体情報）」が出力される。子制御部３１Ｂからは、第２情報とし
て「４０分（残り時間情報）、免疫（項目情報）、患者Ｅ（検体情報）」が出力される。
【００７０】
　親制御部３５は、子制御部３１Ｂから出力された第２情報を選択し、第２ディスプレイ
５１に表示する。なお、この場合は、残り時間４０分となるが、第２ディスプレイ５１で
は、３０分を超える残り時間の場合は「混雑中」が表示される設定となっているため、「
混雑中」が表示される。
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【００７１】
　患者Ｆの表示は、第１ディスプレイ４１では、図７に示すように、生化学の検査につい
ては承認待ち（検査中）、血液の検査については承認待ち（検査中）、尿の検査について
は承認済（検査済）となる。
【００７２】
　この場合、子制御部３１Ａからは、第２情報として「０分（残り時間情報）、生化学（
項目情報）、患者Ｆ（検体情報）」が出力される。子制御部３１Ｃからは第２情報として
「０分（残り時間情報）、血液（項目情報）、患者Ｆ（検体情報）」が出力される。子制
御部３１Ｄからは、第３情報として「検査済（検査済情報）、尿（項目情報）、患者Ｆ（
検体情報）」が出力される。
【００７３】
　親制御部３５は、子制御部３１Ａ、子制御部３１Ｃから出力された第２情報を選択し、
第２ディスプレイ５１に表示する。なお、この場合は、残り時間０分となるが、第２ディ
スプレイ５１では、承認待ちの場合は「！」を表示する設定となっているため、「！」が
表示される。
【００７４】
　上述したように、本実施の形態にかかる検査残り時間表示装置１０によれば、各検査項
目の検査所要時間から、残り時間を算出し、各残り時間を比較する構成としている。この
ため、複数の検査項目の検査を行う場合であっても、全ての検査が終了するまでの残り時
間を表示する事が可能である。
【００７５】
　また、検査残り時間表示装置１０では、検査開始時間や、検体Ｔ１の採取時間に関わら
ず、各患者別の検査項目に応じて検査時間を表示する構成としている。このため、混雑が
発生している検査装置２０の検査項目の検査を要する患者については、検査の残り時間が
長くなるが、混雑が発生していない検査装置２０の検査項目の検査を要する患者について
は、検査の残り時間が短くなる。したがって、複数の患者の検体Ｔ１について検査をする
場合であっても、どの患者の検体Ｔ１の検査が先に完了するかを、正確に表示することが
可能である。
【００７６】
　また、検査装置２０のいずれかにおいて、検査待ちが発生している場合であっても、検
査待ちを示す第１情報を選択し、表示する構成としている。このため、医師Ｗや看護師は
、診療までの時間が長くなることを認識することができ、患者からの問い合わせに対して
も、正確に対応することが可能となる。
【００７７】
　なお、上述した検査残り時間表示装置１０では、親制御部３５により選択された情報を
表示する構成として、第２ＰＣ５０の第２ディスプレイ５１を用いている。しかしながら
、この構成はＰＣに限られず、親制御部３５により選択された情報を表示する機能を有し
ていれば、他の構成を用いることも可能である。
【００７８】
　また、上述した検査残り時間表示装置１０では、各検査装置２０のそれぞれに、検体Ｔ
１が収容された検体容器Ｔ２が用意される構成となっているが、１つの検体容器Ｔ２内の
検体Ｔ１について、複数の検査装置２０で検査を行なう構成とすることも可能である。
【００７９】
　例えば検査装置２０Ａにて検査がされた患者Ａの検体容器Ｔ２について、検査装置２０
Ｂで検査を行なう構成とすることも可能である。この場合、患者Ａの、検査装置２０Ｂの
検査項目である免疫については、検査装置２０Ａに検体容器が位置している状態から、検
査装置２０Ｂの待機部２１に位置している状態までが検査待ちと判断され、「混雑中」と
の表示がされる。
【００８０】
　このような構成であっても、検査残り時間表示装置１０は、各検査装置２０の混雑状況
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【００８１】
　なお、上述した例では、複数の検査項目の全ての検査を医療施設１で行なう場合につい
て説明したが、検査項目の中の一部が、医療施設１では検査が行なわれず、他の施設で検
査を行なう場合がある。この場合、他の施設で検査される検査項目の検査に要する時間は
、検体の移送も含め、検体の採取から移送まで１日以上を要することがある。このため、
複数の検査項目の中の一部について、他の施設で検査を行なう場合は、医師Ｗの判断によ
り、他の施設で行なう検査項目については、検査終了までの残り時間算出の適用対象から
除外される。
【００８２】
　また、医療施設１で行なう検査項目であっても、検査装置の不調や、試薬の不足により
、通常よりも検査に時間を要する場合がある。このような場合にも、医師Ｗ、分析技師Ｈ
の判断により、不調となった検査装置や、試薬が不足している検査装置の検査項目につい
ては、検査終了までの残り時間算出の適用対象から外される。
【００８３】
　上述したように、本発明によれば、複数の検査項目について検査をする際に、検体処理
時間を正確に予測し、表示することが可能である。
【００８４】
　なお、本発明は前記実施の形態に限定されるものではない。例えば、上述した例では、
検査項目が４つの場合について説明したが、検査項目が２つの場合や、５つ以上の場合に
ついても同様に適用できるのは勿論である。この他、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種
々変形実施可能であるのは勿論である。
【符号の説明】
【００８５】
　１…医療施設、２…分析室、３…診察室、１０…検査残り時間表示装置、２０，２０Ａ
，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄ…検査装置、２１…待機部、２２…検査部、２３…保持部、２
４…検出部、３０…制御装置、３１，３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄ…子制御部、３２
…算出部、３３…出力部、３４…データベース、３５…親制御部、４０…第１ＰＣ、４１
…第１ディスプレイ、５０…第２ＰＣ、５１…第２ディスプレイ、５２…指示部、５３…
検体情報表示部、５４…選択情報表示部、５５…採取時間表示部、５６…検査状況表示部
、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ…患者、Ｈ…分析技師、Ｗ…医師、Ｔ１…検体、Ｔ２…検
体容器、Ｔ３…ラベル。
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